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「
越
後
文
書
宝
翰
集
」
の
表
記
に
つ
い
て

―
色
部
氏
文
書
・
三
浦
和
田
氏
文
書
を
中
心
と
し
て
―

川　

野　

絵　

梨

一
、
は
じ
め
に

「
越
後
文
書
宝
翰
集
」（
以
下
「
宝
翰
集
」）
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
、
主
に
中
世
の
越
後
地
方
で
活
躍
し
た
武
家
関

連
文
書
の
集
成
で
あ
る
。
新
潟
県
長
岡
市
の
反
町
十
郎
氏
が
蒐
集
し
た
も
の
で
、
一
九
七
九
年
（
昭
和
五
十
四
）
に
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
、
二
〇
〇
五
年
（
平
成
十
七
）
に
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
と
な
っ
た
。
外
題
に
よ
っ
て
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
な
十
八
集
成

か
ら
成
る）

1
（

。
全
四
十
四
巻
の
巻
子
に
仕
立
て
ら
れ
、
文
書
数
は
七
七
三
点
に
及
ぶ）

2
（

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巻
数
　
　
点
数
　
　
　
　
鎌
倉
　
　
　
南
北
朝
　
　
室
町
　
　
　
戦
国
　
　
　
　
　
江
戸

色
部
氏
文
書　
　
　
　
　
　
　
　

十
巻　
　

一
九
八
点　
　

十
七
点　
　

十
一
点　
　
　

三
点　
　

一
六
六
点　
　
　

無
し

三
浦
和
田
氏
文
書　
　
　
　
　
　

六
巻　
　

一
〇
五
点　
　

三
四
点　
　

六
三
点　
　
　

八
点　
　
　
　

無
し　
　
　

無
し

三
浦
和
田
中
条
氏
文
書　
　
　
　

一
巻　
　
　

十
二
点　
　
　

無
し　
　
　

無
し　
　
　

一
点　
　
　

十
一
点　
　
　

無
し

三
浦
和
田
黒
川
氏
文
書　
　
　
　

五
巻　
　
　

九
二
点　
　
　

二
点　
　
　

五
点　
　

三
三
点　
　
　

五
二
点　
　
　

無
し

三
浦
和
田
羽
黒
氏
文
書　
　
　
　

二
巻　
　
　

十
九
点　
　
　

九
点　
　
　

八
点　
　
　

一
点　
　
　
　

一
点　
　
　

無
し

築
地
氏
文
書　
　
　
　
　
　
　
　

三
巻　
　
　

四
六
点　
　
　

無
し　
　
　

無
し　
　
　

無
し　
　
　

四
六
点　
　
　

無
し
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大
輪
寺
文
書　
　
　
　
　
　
　
　

一
巻　
　
　

十
四
点　
　
　

無
し　
　
　

七
点　
　
　

四
点　
　
　
　

三
点　
　
　

無
し

大
見
安
田
氏
文
書　
　
　
　
　
　

一
巻　
　
　

二
五
点　
　
　

七
点　
　
　

無
し　
　
　

一
点　
　
　

十
五
点　
　
　

二
点

大
見
水
原
氏
文
書　
　
　
　
　
　

一
巻　
　
　

二
二
点　
　
　

七
点　
　
　

一
点　
　
　

七
点　
　
　
　

七
点　
　
　

無
し

毛
利
安
田
氏
文
書　
　
　
　
　
　

四
巻　
　
　

五
一
点　
　
　

無
し　
　
　

六
点　
　

十
一
点　
　
　

三
二
点　
　
　

二
点

河
村
氏
文
書　
　
　
　
　
　
　
　

一
巻　
　
　
　

八
点　
　
　

五
点　
　
　

三
点　
　
　

無
し　
　
　
　

無
し　
　
　

無
し

上
野
氏
文
書　
　
　
　
　
　
　
　

一
巻　
　
　

二
九
点　
　
　

無
し　
　
　

無
し　
　
　

一
点　
　
　

二
〇
点　
　
　

無
し

斎
藤
氏
文
書　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻　
　
　

十
四
点　
　
　

一
点　
　
　

二
点　
　
　

二
点　
　
　
　

八
点　
　
　

一
点

発
智
氏
文
書　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻　
　
　

三
一
点　
　
　

無
し　
　
　

無
し　
　
　

無
し　
　
　

三
〇
点　
　
　

一
点

小
田
切
氏
文
書　
　
　
　
　
　
　

一
巻　
　
　

二
八
点　
　
　

無
し　
　
　

無
し　
　
　

無
し　
　
　

二
八
点　
　
　

無
し

段
銭
日
記　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
巻　
　
　
　

三
点　
　
　

無
し　
　
　

無
し　
　
　

無
し　
　
　
　

三
点　
　
　

無
し

雜
文
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
巻　
　
　

二
〇
点　
　
　

無
し　
　
　

無
し　
　
　

無
し　
　
　

十
七
点　
　
　

三
点

雜
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
巻　
　
　

十
四
点　
　
　

無
し　
　
　

無
し　
　
　

無
し　
　
　
　

二
点　
　
　

無
し

各
時
期
の
文
書
の
点
数
は
次
の
通
り
で
あ
る）

3
（

。

鎌
倉
期　
　
　
　

八
二
点　

南
北
朝
期　
　

一
〇
二
点

室
町
期　
　
　
　

七
二
点　

戦
国
期　
　
　

四
四
一
点

近
世　
　
　
　
　
　

九
点

「
宝
翰
集
」
は
地
域
的
に
は
越
後
の
下
越
か
ら
中
越
を
本
拠
と
し
た
武
家
に
限
ら
れ
、
と
く
に
戦
国
期
に
「
奥
郡
」
と
か
「
揚あ

が
き
た北

」
と

呼
ば
れ
た
阿
賀
野
川
以
北
の
地
域
に
集
中
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
地
図
1
に）

4
（

示
す
よ
う
に
、
本
稿
で
扱
う
色
部
氏
文
書
は
小
泉
荘
、
三
浦



―51―

地図 1　越後・佐渡の荘園・国衙領分布図
（『新潟県史　通史編 2　中世』（新潟県、1987年）より）



―52―

和
田
氏
文
書
は
奥
山
荘
に
関
す
る
文
書
群
で
あ
る
。

分
析
の
対
象
と
す
る
仮
名
資
料
の
一
通
を
示
す
。
左
は
「
宝
翰
集
」
の
三
浦
和
田
氏
文
書
中
の
仮
名
文
書
で
あ
る
。
翻
刻
は
『
奥
山
庄

史
料
集
』（
新
潟
県
教
育
委
員
会
、
一
九
六
五
年
）『
新
潟
県
史　

資
料
編
4　

中
世
二　

文
書
編
Ⅱ
』（
新
潟
県
、
一
九
八
三
）
を
参
考

に
し
た
。
ま
た
下
段
に
示
し
た
写
真
版）

5
（

で
の
確
認
に
よ
っ
て
、
翻
刻
に
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
訂
正
し
た
。

和
田
応
寸
茂
実
譲
状
（
三
浦
和
田
文
書
）　

延
文
四
年
（
一
三
五
九
）
六
月
十
三
日　
　

県
146　

奥
25

1　

ゆ
つ
り
あ
た
う
そ
り
や
う
の
事

2　

ゑ
ち
こ
の
く
に
お
く
や
ま
の
し
や
う

3　

き
た
て
う
の
そ（

総

領

職

）

う
り
や
う
し
き
、
お
う

4　

す
ん
か
ち
き
ふ
ん
一
ふ
ん
も
の
こ
さ
す

5　

時
さ
ね
に
と
ら
す
る
也
、

6　

右
ね（

女

子

共

）

う
し
と
も
に
ゆ
つ
る
と
こ
ろ
ハ
、

7　

一
こ
の
ゝ
ち
ハ
、
時
さ
ね
ち（
マ
ヽ
）
や
う
す
へ
し
、

8　

あ
へ
て
い
ら
ん
あ
る
へ
か
ら
す
、
又
こ

 8 7 6 5 4 3 2 1
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9　

の
し
（
状
）
や
う
よ
り
ほ
か
ハ
、
ゆ
つ
り
し
や
う

10　

と
ゆ
う
と
も
、
も
ち
い
へ
か
ら
す
、
か
り

11　

に
も
あ
る
ま
し
き
也
、
又
時
さ
ね
か
は

12　

は
に
き（

切
田
）

ん
た
し

（
塩
沢
）

お
さ
わ
、
こ
れ
も
一
こ
の

13　

の
ち
ハ
、
時
さ
ね
ち
き
や
う
す
へ
し
、
よ
ん

14　

て
ゆ
つ
り
し
や
う
く
た
ん
の
こ
と
し

15　
　

ゑ
ん
文
四
年
六
月
十
三
日

16　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

応
（
花
押
）

翻
刻
に
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
箇
所

　
（
奥
は
『
奥
山
庄
史
料
集
』
県
は
『
新
潟
県
史
』）

奥　

き
ん
た
し
お
た
に
、
こ
れ
も
一
こ
の

県　

き
つ
た
・
し
お
さ
わ
、
こ
れ
も
一
こ
の

こ
の
譲
状
の
表
記
に
つ
い
て
い
く
つ
か
傍
線
（
川
野
）
を
付
し
た
箇
所
を
見
て
い
く
。

ま
ず
10
行
目
の
「
…
と
ゆ
う
と
も
」
は
、
本
来
な
ら
ば
「
…
と
い
ふ
（
言
）
と
も
」
と
表
記
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
だ
が
、
当
時
の
発
音

通
り
の
「
ゆ
う
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

 16 15 14 13 12 11 10 9
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ま
た
、
促
音
の
表
記
に
も
注
目
し
て
み
る
と
、
12
行
目
と
13
行
目
に
「
き
ん
た
」、「
よ
ん
て
」
と
あ
る
。
12
行
目
「
き
ん
た
」
は
発
音

は
お
そ
ら
く
「
き
っ
た
（
切
田
）」
で
、
現
在
の
新
潟
県
村
上
市
切
田
と
い
う
地
名
を
指
し
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
。
発
音
は
「
き
っ
た
」

だ
と
し
て
も
、
表
記
の
上
で
は
「
ん
」
の
字
を
用
い
て
「
き
ん
た
」
と
し
て
い
る
。
13
行
目
「
よ
ん
て
」
も
同
じ
く
促
音
を
「
ん
」
で
表

し
て
い
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
「
越
後
文
書
宝
翰
集
」
に
は
中
世
の
越
後
地
方
の
仮
名
資
料
が
多
く
含
ま
れ
、
そ
の
言
語
分
析
を
通
し

て
、
中
世
の
越
後
（
下
越
）
地
方
の
言
語
の
実
態
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

二
　
分
析
資
料

本
稿
で
分
析
資
料
と
し
て
扱
う
の
は
「
越
後
文
書
宝
翰
集
」
の
色
部
氏
文
書
全
十
巻
と
三
浦
和
田
氏
文
書
全
六
巻
の
仮
名
文
書
で
あ

る
。
そ
の
数
は
全
部
で
四
十
一
点
で
あ
る
。
今
回
は
紙
幅
の
関
係
上
、
詳
述
す
る
の
は
色
部
氏
文
書
中
心
と
な
る
が
、
三
浦
和
田
氏
文
書

以
下
「
宝
翰
集
」
中
の
他
家
の
文
書
に
つ
い
て
は
別
稿
で
分
析
を
行
い
た
い
。

色
部
氏
文
書
…  

坂
東
八
平
氏
の
う
ち
平
姓
秩
父
氏
の
一
族
で
あ
り
、
鎌
倉
初
期
に
越
後
国
小
泉
庄
色
部
条
（
岩
船
郡
神
林
村
を
中
心
と
す

る
一
帯
）
の
地
頭
職
を
得
て
こ
の
地
を
本
拠
と
し
た
色
部
氏
の
文
書
。

三
浦
和
田
氏
文
書
…  

相
模
国
三
浦
郡
の
豪
族
平
姓
三
浦
氏
の
一
族
和
田
義
盛
の
弟
で
鎌
倉
初
期
に
越
後
国
奥
山
庄
（
北
蒲
原
郡
中
条
町
・

黒
川
村
）
の
地
頭
職
を
得
た
義
茂
の
系
統
の
三
浦
和
田
一
族
の
文
書
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
文
書
は
、
東
国
資
料
と
し
て
分
析
の
対
象
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

分
析
に
際
し
、
写
真
版
は
次
の
も
の
を
用
い
た
。

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
「
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
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矢
田
俊
文
・
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
編
『
越
後
文
書
宝
翰
集　

色
部
氏
文
書
Ⅰ
』 

新
潟
県
立
歴
史
博
物
館　

二
〇
一
〇
年

現
在
刊
行
さ
れ
て
い
る
翻
刻
資
料
と
し
て
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

色
部
氏
文
書　
　

…　

井
上
鋭
夫
編
『
色
部
史
料
集
』 

（
新
潟
史
学
会
、
一
九
六
八
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
光
男
編
『
越
後
国
人
領
主
色
部
氏
史
料
集
』 

（
神
林
村
教
育
委
員
会
、
一
九
七
九
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
新
潟
県
史　

資
料
編
4　

中
世
二　

文
書
編
Ⅱ
』 

（
新
潟
県
、
一
九
八
三
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
田
俊
文
・
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
編
『
越
後
文
書
宝
翰
集
：
色
部
氏
文
書
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  「
新
潟
大
学
大
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
資
料
叢
刊
15
」（
新
潟
大
学
「
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
周

縁
世
界
の
文
化
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
資
料
学
的
研
究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
二
〇
一
〇
年
）

三
浦
和
田
氏
文
書
…　

  

井
上
鋭
夫
編
『
奥
山
庄
史
料
集
』「
新
潟
県
文
化
財
調
査
報
告
書
」
第
十　

新
潟
県
教
育
委
員
会
一
九
六
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
新
潟
県
史　

資
料
編
4　

中
世
二　

文
書
編
Ⅱ
』 

新
潟
県
、
一
九
八
三
年

本
稿
で
は
『
色
部
史
料
集
』、『
新
潟
県
史
』、『
越
後
文
書
宝
翰
集
：
色
部
氏
文
書
』、『
奥
山
庄
史
料
集
』
を
使
用
し
た
。

色
部
氏
文
書
、
三
浦
和
田
氏
文
書
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
研
究
発
表
を
行
っ
た
。

第
八
十
回
新
潟
県
方
言
研
究
会
「
本
庄
房
長
書
状
に
み
る
中
世
末
期
越
後
地
方
の
言
語
」

 

二
〇
一
五
年
八
月
三
十
日　

於
ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡

東
京
女
子
大
学
日
本
語
史
研
究
会
「「
越
後
文
書
宝
翰
集
」
の
表
記
に
つ
い
て
―
色
部
氏
文
書
・
三
浦
和
田
氏
文
書
を
中
心
と
し
て
―
」

 

二
〇
一
五
年
十
月
三
日　

於　

東
京
女
子
大
学

色
部
氏
文
書
・
三
浦
和
田
氏
文
書
の
仮
名
文
書
四
十
一
点
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
頭
の
数
字
は
本
稿
で
独
自
に
割
り
当
て
た
通
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し
番
号
で
あ
り
、「
県
」
は
『
新
潟
県
史
』、「
色
」
は
『
色
部
史
料
集
』、「
奥
」
は
『
奥
山
庄
史
料
集
』
を
表
し
、
下
の
数
字
は
そ
れ
ぞ

れ
の
ペ
ー
ジ
数
を
表
す
。

色
部
氏
文
書 

頁
『
新
潟
県
史
』・『
色
部
史
料
集
』

第
一
巻

該
当
す
る
仮
名
文
書
な
し

第
二
巻

1
．
文
永
五
年
（
一
二
六
八
）
四
月
廿
八
日　
　
　

色
部
公
長
譲
状　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
6　

色
13

2
．
弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）
二
月
十
三
日　
　
　

色
部
長
信
譲
状　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
6　

色
15

3
．
正
和
四
年
（
一
三
一
五
）
八
月
十
三
日　
　
　

色
部
長
綱
譲
幷
状
関
東
安
堵
裏
書　
　
　
　
　
　
　

県
8　

色
16

第
三
巻

　

該
当
す
る
仮
名
文
書
な
し

第
四
巻

4
．
年
不
詳　
　
　
　
　
　
　

極
月　
　
　
　
　
　

藤
田
信
吉
書
状　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
25　

色
127

第
五
巻

5
．
年
月
日
不
詳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
庄
房
長
書
状　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
33　

色
60

6
．
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
三
月
廿
三
日　
　
　

本
庄
房
長
書
状　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
40　

色
59

7
．
年
月
日
不
詳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
庄
房
長
書
状　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
41　

色
60

8
．
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
三
月
廿
八
日　
　
　

本
庄
房
長
書
状　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
41　

色
60
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9
．
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
三
月
廿
九
日　
　
　

本
庄
房
長
書
状　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
42　

色
61

第
六
巻

10
．
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
四
月
一
日　
　
　
　

本
庄
房
長
書
状　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
43　

色
61

11
．
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
四
月
二
日　
　
　
　

本
庄
房
長
書
状　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
44　

色
62

12
．
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
四
月
二
日　
　
　
　

本
庄
房
長
書
状　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
45　

色
68

13
．
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
卯
月
三
日　
　
　
　

本
庄
房
長
書
状　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
46　

色
63

14
．
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
四
月
四
日　
　
　
　

本
庄
房
長
書
状　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
47　

色
68

15
．
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
四
月
六
日　
　
　
　

本
庄
房
長
書
状　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
48　

色
70

16
．
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
四
月
三
日　
　
　
　

色
部
長
継
書
状　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
49　

色
64

17
．
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
四
月
三
日　
　
　
　

矢
羽
長
南
書
状　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
49　

色
64

18
．
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
カ
十
二
月
十
三
日　

三
村
長
政
書
状　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
56　

色
57

第
七
〜
十
卷

該
当
す
る
仮
名
文
書
な
し

三
浦
和
田
氏
文
書 

『
新
潟
県
史
』・『
奥
山
庄
史
料
集
』

第
一
巻

19
．
嘉
禎
四
年
（
一
二
三
八
）
四
月
四
日 

平
氏
尼
譲
状 

県
107　

奥
1

20
．
建
長
二
年
（
一
二
五
〇
）
十
月
廿
八
日 

つ
ふ
ら
の
尼
氏高
井
譲
状 

県
107　

奥
1

21
．
正
嘉
二
年
（
一
二
五
八
）
七
月
九
日 

黒
川
ノ
尼
起
請
文 

県
108　

奥
1
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22
．
建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
十
一
月
五
日 

高
井
道
円
時
茂
譲
状
案 

県
108　

奥
2

23
．
建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
十
一
月
五
日 

高
井
道
円
時
茂
譲
状 

　
　
　

奥
2

24
．
建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
十
一
月
十（

マ
マ
）五

日 

高
井
道
円
時
茂
譲
状
案 

　
　
　

奥
3

25
．
建
治
四
年
（
一
二
七
八
）
正
月
廿
二
日 

高
井
高
野
義
重
去
状 

県
109　

奥
3

26
．
永
仁
六
年
（
一
二
九
八
）
十
月
廿
八
日 

高
井
高
野
義
重
譲
状 

県
112　

奥
5

27
．
文
保
二
年
（
一
三
一
八
）
三
月
廿
□七 

和
田
茂
実
請
取
状 

県
113　

奥
5

第
二
巻

28
．
徳
治
三
年
（
一
三
〇
八
）
八
月
十
三
日 

和
田
兼
連
置
文 

県
119　

奥
8

第
三
巻

29
．
貞
和
六
年
（
一
三
五
〇
）
二
月
廿
五
日 

平
氏
女
証
状 

県
130　

奥
15

第
四
巻

30
．
暦
応
三
年
（
一
三
四
〇
）
八
月
九
日 

尼
妙
智
譲
状 

県
134　

奥
17

31
．
康
永
年
間
（
一
三
四
二
〜
一
三
四
五
）
カ
十
二
月
廿
日 

藤
原
公
房
書
状 

県
138　

奥
20

32
．
康
永
四
年
（
一
三
四
五
）
二
月
七
日 
某
文
書
等
去
状 

県
140　

奥
21

33
．
貞
和
三
年
（
一
三
四
七
）
八
月
十
七
日 
和
田
茂
実
譲
状 

県
142　

奥
22

34
．
貞
和
六
年
（
一
三
五
〇
）
二
月
廿
五
日 

平
氏
女
文
書
請
取
状 

県
144　

奥
24

35
．
延
文
四
年
（
一
三
五
九
）
六
月
十
三
日 

和
田
応
寸
茂
実
譲
状 

県
146　

奥
25
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第
五
巻

36
．
年
不
詳　
　
　
　
　
　
　
　

五
月
十
六
日 

沙
弥
喜
阿
書
状 

県
148　

奥
26

37
．（
嘉
慶
二
年
）（
一
三
八
八
）
六
月
卅
日 

長
尾
高
景
書
状 

県
149　

奥
27

38
．
永
和
二
年
（
一
三
七
六
）
二
月
十
日 

和
田
時
実
譲
状 

県
152　

奥
28

39
．
応
永
十
五
年
（
一
四
〇
八
）
八
月
十
六
日 

和
田
時
明
譲
状 

県
152　

奥
29

40
．
応
永
十
九
年
（
一
四
一
二
）
八
月
十
八
日 

尼
め
う
き
よ
く
置
文
案 

県
152　

奥
29

41
．
宝
徳
三
年
（
一
四
五
一
）
三
月
二
日 

和
田
氏
実
置
文 

県
154　

奥
30

第
六
卷

該
当
す
る
仮
名
文
書
な
し

三
　
先
行
研
究
（
言
語
関
係
）

「
越
後
文
書
宝
翰
集
」
の
言
語
的
な
分
析
を
行
っ
た
も
の
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

迫
野
虔
徳
氏
「
古
文
書
に
み
た
中
世
末
期
越
後
地
方
の
音
韻
」（『
語
文
研
究
』
22
号　

一
九
六
六
年
）

迫
野
氏
は
、
次
に
挙
げ
る
五
つ
の
古
文
書
の
仮
名
文
書
を
用
い
て
中
世
末
期
の
越
後
地
方
の
特
に
音
韻
（
母
音
イ
と
エ
、
オ
段
・
ウ
段

開
拗
音
な
ど
）
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
て
い
る）

6
（

。

上
杉
家
文
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
十
二
）

越
後
文
書
宝
翰
集　
　
（「
新
潟
県
文
化
財
調
査
報
告
書
」
第
二
（
文
書
篇
））

奥
山
庄
史
料　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
潟
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
十
）
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越
佐
史
料　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
橋
義
彦
編
）

曹
洞
宗
古
文
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
久
保
道
舟
編
）

「
宝
翰
集
」
を
は
じ
め
と
す
る
越
後
地
方
の
古
文
書
に
次
の
よ
う
な
四
つ
の
音
韻
的
特
徴
が
見
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

以
下
、
迫
野
論
文
中
の
用
例
を
抄
出
し
て
示
す
。

1
　
母
音
「
イ
」
と
「
エ
」
の
交
替

「
イ
」
↓
「
エ
」　

…
き

（
向
後
）

や
う
こ
う
あ

（
相
違
）

い
た
か
ゑ
に
そ（

訴
訟
）

せ
う
を
申
候
ハ
ハ
さ

（
罪
科
）

い
く
わ
に
申
さ
れ
候
へ
く
候
歟

 

（
貞
和
六
年
（
一
三
五
〇
）
三
月
十
六
日　

和
田
茂
実
置
文
案
）

他　

七
例
指
摘
。

「
エ
」
↓
「
イ
」　

…
か
ハ
を
こ（

越
）い

て
た
か
の
の
ふ
ん
の
田
あ
る
へ
か
ら
す

 

（
建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
十
一
月
五
日　

高
井
時
茂
譲
状
）

他　

一
例
指
摘
。

2
　
ウ
、
オ
段
開
拗
音

-yû
↓

-yô
…　

し
（
信
州
）

ん
せ
う 
（
永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
六
月
廿
四
日　
　

上
杉
輝
虎
願
文
）

他　

七
例
指
摘
。

-yô
↓

-yû
…　

御
り

（
料
所
）

う
し
ゆ 

（
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
十
二
月
廿
二
日　

阿
佐
美
彦
六
書
状
）

他　

五
例
指
摘
。
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3
　
開
合

現
代
の
新
潟
県
に
は
開
合
の
別
が
あ
り）

7
（

、
中
世
末
期
の
越
後
に
お
い
て
も
そ
の
混
同
表
記
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
な

お
、
以
下
の
よ
う
な
表
記
の
混
同
例
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

-au
↓

-ou
…　

来
一
日
に
ほ
う
し
や
う
こ

（
金
剛
）

ん
こ
う
て
や
い
の
い
た
し
候

 

（（
永
禄
四
年
）（
一
五
六
一
）
如
月
廿
七
日　

直
江
実
綱
・
河
田
長
親
連
署
書
状
）

-ou
↓

-au
…　

こ
（
近
藤
）

ん
た
う
新
介

 

（
近
藤
文
書　

永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
正
月
廿
二
日　

上
杉
輝
虎
書
状
）

他　

二
例
指
摘
。

4
　
四
つ
仮
名

ジ
↓
ヂ　

…
み

（
名
字
）

や
う
ち 

（
永
正
十
七
年
（
一
五
二
〇
）　

毛
利
広
春
置
文
案
）

他　

二
八
例
指
摘
。

ヂ
↓
ジ
…　

た（
但
馬
）

し
ま 

（
永
禄
五
年　
（
一
五
六
二
）　

上
杉
輝
虎
書
状
）

他　

二
例
指
摘
。

ズ
↓
ヅ
…　

ね（
鼠
）つ

み 

（
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）　

直
江
実
綱
河
田
長
親
印
判
）

ヅ
↓
ズ
…　

ゆ（
譲
）す

り 

（
文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
）　

沙
弥
秀
建
譲
状
）

こ
の
ほ
か
に
、
中
世
の
国
語
に
つ
い
て
片
仮
名
文
を
資
料
と
し
て
論
究
し
た
も
の
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

小
林
芳
規
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」（『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
三
〇
、
一
九
七
一
年
三
月
）
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四
　「
越
後
文
書
宝
翰
集
」
と
現
代
越
後
方
言
（
下
越
地
方
）
と
の
関
連

「
越
後
文
書
宝
翰
集
」
の
言
語
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
興
味
深
い
事
に
現
代
の
新
潟
県
下
越
地
方
の
方
言
と
関
連
す
る
例
が
見
ら
れ

る
。
現
代
の
下
越
地
方
方
言
と
比
較
す
る
上
で
、
特
に
次
の
二
つ
の
点
に
注
目
し
て
み
た
い
。

・
現
代
新
潟
県
下
越
地
方
方
言
と
同
じ
点

・
現
代
新
潟
県
下
越
地
方
方
言
と
異
な
る
点

こ
の
二
つ
の
点
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
中
世
の
下
越
地
方
方
言
は
ど
の
よ
う
な
実
態
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
変
化

し
、
現
在
の
方
言
の
姿
に
至
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
解
明
す
る
手
が
か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

四
-一
　
現
代
越
後
方
言
（
下
越
地
方
）
と
同
じ
言
語
事
項

次
に
掲
げ
る
a
〜
c
の
三
つ
が
現
在
の
新
潟
県
下
越
地
方
方
言
で
も
見
ら
れ
る
言
語
事
項
で
あ
る
。

a
　
イ
と
エ
の
交
替

現
在
の
新
潟
県
方
言
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
息
﹇‘eki

﹈、
芋
﹇‘em

o

﹈）
8
（

の
よ
う
な
イ
と
エ
の
二
つ
の
音
が
交
替
す
る
例
が
挙
げ
ら

れ
る
が
、「
宝
翰
集
」
で
も
そ
の
よ
う
な
イ
と
エ
の
交
替
の
例
が
見
ら
れ
た
。
以
下
は
追
野
氏
も
指
摘
し
て
い
る
用
例
で
あ
る
。

「
い
」
↓
「
へ
」

く
い
か
へ
す
（
悔
返
）

め
い
を
そ
む
き
候
ハ
ゝ
そ
の
き
ハ
く
へ
か
へ
し
て
何
の
子
ニ
も
可
出
候

 

（
48
文
明
十
一
年
（
一
四
七
九
）
十
一
月
廿
四
日　

黒
川
氏
実
置
文
）
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「
ひ
」
↓
「
へ
」

さ
か
ひ
（
境
）

の
（
野
）

も
村
上
や
ま
の
は
る
か
あ
な
た
よ
り
さ
か
へ
ハ
た
ち
て
候 

（
53
正
応
五
年
（
一
二
九
二
）
七
月
十
八
日
？
和
与
状
勘
文
）

現
代
の
新
潟
県
方
言
に
お
け
る
イ
と
エ
の
交
替
に
は
次
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
。
息
・
芋
・
石
の
例
は
『
方
言
学
講
座
第
二
卷　

東

部
方
言
』）

9
（

よ
り
、
い
き
な
り
・
い
び
き
・
い
じ
の
例
は
『
随
筆
風
方
言
集　

懐
か
し
い
仙
田
（
岩
瀬
）
っ
言
葉
』）

10
（

よ
り
引
用
し
た
。

息　
　
　

‘eki　
　
　
　
　
　
　

い
き
な
り 

ぇ
き
な
り

芋　
　
　

‘em
o　

　
　
　
　
　

 

い
び
き
（
鼾
） 

ぇ
び
き

石　
　
　

‘esi　
　
　
　
　
　
　

い
じ
（
意
地
） 

ぇ
じ　
　

ぇ
じ
っ
ぱ
り
（
意
地
っ
張
り
）
ぇ
じ
わ
り
（
意
地
悪
）

こ
の
よ
う
に
現
代
の
新
潟
方
言
で
見
ら
れ
る
特
徴
が
、
中
世
か
ら
存
在
し
て
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

b
　
ユ
ウ
・
ヨ
ウ
の
交
替

こ
の

-yû
が

-yô
に
、
ま
た
は

-yô
が

-yû
に
表
記
さ
れ
る
現
象
は
迫
野
虔
徳
氏
が
同
例
（
き
う
め
い
↓
け
う
め
い
の
例
）
の
指
摘
を
し
て
お

り
、「
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
当
地
（
越
後
地
方
）
の
古
文
書
の
一
つ
の
特
色
を
な
し
て
い
る
」
と
し
て
い
る）

11
（

。
今
回
「
り
う
し
」
も
そ

れ
に
当
た
る
と
見
て
こ
こ
に
加
え
た
。
こ
れ
ら
の
よ
う
な

-yû
、

-yô
の
転
訛
は
越
後
地
方
の
仮
名
文
書
の
特
徴
の
一
つ
と
言
え
る
で
あ
ろ

う
。-yû

↓
-yô

（
迫
野
氏
指
摘
用
例
）
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き
う
め
い
（
糺
明
）
↓
け
う
め
ひ　
　

1

御
け（

糺
明
）う

め
ひ
も
候
へ
く
候
や 

（
12
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

四
月
二
日
）

-yô
↓

-yû

（
以
下
、
本
稿
で
の
指
摘
用
例
）

れ
う
し
（
聊
爾
）
↓
り
う
し　
　
　
　

1

身
か
申
候
と
て
り
う
し
に
仰
ら
れ
へ
き
事
ハ
あ
る
へ
か
ら
す
候 

（
11
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

四
月
二
日
）

現
代
新
潟
方
言
に
お
い
て
も
「
ゆ
き
（
雪
）」
が
〔joki

〕「
ゆ
り
（
百
合
）」
が
〔jori

〕
と
発
音
さ
れ
る
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が）

12
（

、

「
越
後
文
書
宝
翰
集
」
の
例
を
通
し
て
そ
の
よ
う
な
言
語
事
象
が
中
世
か
ら
見
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

そ
の
他
の
例）

13
（

よ
ざ
め
（
湯
冷
め
）　　

き
ょ
ー
り
（
胡
瓜
）　　

じ
ょ
ん
ば
ん
（
順
番
）　　

し
ょ
、
し
ょ
ー
（
衆
）

c
　
m
音
と
b
音
の
交
替

「
越
後
文
書
宝
翰
集
」
等
で
は
、
次
に
示
す
よ
う
な
m
音
と
b
音
の
交
替
と
思
わ
れ
る
例
が
見
ら
れ
る
。

「
む
」
↓
「
ふ
」

つ
ふ
ら
（
津
村
）　　

2

つ（
津
村
）

ふ
ら
の
あ（

尼
）ま 

（
20
建
長
二
年
（
一
二
五
〇
）
十
月
廿
八
日　

つ
ふ
ら
の
尼
氏高
井
譲
状
）

つ
ふ
ら
田 

（
永
仁
四
年
（
一
二
九
六
）
四
月
廿
日　

小
泉
庄
加
納
方
下
地
中
分
状
案）

14
（

）

「
宝
翰
集
」
に
お
け
る
「
津
村
」
は
仮
名
表
記
で
は
「
つ
ふ
ら
」
と
な
っ
て
い
る
例
が
見
ら
れ
、
m
音
と
b
音
が
交
替
し
て
い
る
例
で
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あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

現
在
の
新
潟
県
下
越
地
方
で
は
次
の
言
語
地
図
に
示
す
よ
う
に
、
m
音
と
b
音
が
交
替
す
る
例
が
見
ら
れ
る）

15
（

。

け
む
り
（
煙
）
↓
け
ぶ
り

地図 2　『日本言語地図』第 6集 第 265図「けむり」より
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四
-二
　
現
代
越
後
方
言
（
下
越
地
方
）
と
異
な
る
言
語
事
項

次
に
掲
げ
る
a
、
b
の
二
つ
が
現
在
の
越
後
方
言
（
下
越
地
方
）
と
は
異
な
る
言
語
事
項
の
例
で
あ
る
。

a
　
形
容
詞
の
音
便

色
部
氏
文
書
、
三
浦
和
田
氏
文
書
で
は
形
容
詞
の
ウ
音
便
は
次
の
一
例
の
み
で
、
他
は
す
べ
て
非
ウ
音
便
形
で
あ
る
。

ウ
音
便

あ
つ
う
（
厚
） 

1

に（
二
所
）

し
よ
・
く（

熊
野
）

ま
の
・
み（

御
嶽
）

た
け
の
に
く
ま
れ
を
、
あ
つ
う
ふ
か
く
か
む
り
候
へ
く
候

 

（
21
正
嘉
二
年
（
一
二
五
八
）
七
月
九
日　

黒
川
ノ
尼
起
請
文
）

非
ウ
音
便

ふ
か
く
（
深
） 

1

に（
二
所
）

し
よ
・
く（

熊
野
）

ま
の
・
み（

御
嶽
）

た
け
の
に
く
ま
れ
を
、
あ
つ
う
ふ
か
く
か
む
り
候
へ
く
候

 

（
21
正
嘉
二
年
（
一
二
五
八
）
七
月
九
日　

黒
川
ノ
尼
起
請
文
）

い
た
は
し
く 

1

今
日
人
を
さ
し
む
け
ら
れ
候
面
々
御
自
身
ハ
御
い
た
わ
し
く
存
候
へ
は
御
手
人
々
に
あ

（
足
軽
）

し
か
る
を
あ
ま
た
そ
へ
ら
れ
候
て

 

（
31
康
永
年
間
（
一
三
四
二
〜
一
三
四
五
）
カ
十
二
月
廿
日　

藤
原
公
房
書
状
）

お
な
し
く
（
同
） 

1

ほ
ん
ゆ
つ
り
状
・
あ
ん
と
の
御
下
文
等
を
あ
い
そ
え
て
お
な
し
く
ゆ
つ
り
わ
た
す
と
こ
ろ
也

 

（
33
貞
和
三
年
（
一
三
四
七
）
八
月
十
七
日　

和
田
茂
実
譲
状
）
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め
て
た
く
（
目
出
度
） 

2

か
た
し
け
な
し
よ
し
御
申
候
て
た
ま
ハ
る
へ
く
候
め
て
た
く
候 

（
5　

年
月
日
不
詳　

本
庄
房
長
書
状
）

く
は
し
く
（
詳
） 

10

た
か
い
之
儀
共
く
ワ
し
く
彼
者
ニ
申
ふ
く
め
候 

（
6
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

三
月
廿
三
日
）

こ
こ
ろ
や
す
く
（
心
安
） 

2

御
い
ち
こ
御
こ
ゝ
ろ
や
す
く
御
ち
き
や
う
あ
る
へ
く
候

 

（
3
正
和
四
年
（
一
三
一
五
）
八
月
十
三
日　

色
部
長
綱
譲
幷
状
関
東
安
堵
裏
書
）

何
む
き
も
御
心
や
す
く
候
へ
く
候 

（
6
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

三
月
廿
三
日
）

こ
こ
ろ
も
と
な
く
（
心
許
無
） 
2

返
々
御
見
参
の
仕
合
御
心
も
と
な
く
候
間 

（
11
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

四
月
二
日
）

く
ち
を
し
く
（
口
惜
）　 

3

け
ん
く
く
ち
お
し
く
存
へ
く
候 

（
11
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

四
月
二
日
）

か
た
く 

2

か
た
く
仰
付
ら
れ
候
へ
く
候 

（
15
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

四
月
六
日
）

現
代
の
新
潟
県
下
越
地
方
は
、
次
の
言
語
地
図）

16
（

に
見
る
よ
う
に
ウ
音
便
優
勢
だ
が
、
こ
の
時
代
の
越
後
下
越
地
方
の
音
韻
は
非
ウ
音
便

形
が
優
勢
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
在
の
音
便
の
分
布
と
は
異
な
る
結
果
で
あ
り
、
ま
た
い
つ
の
段
階
で
下
越
地
方
が
ウ
音
便

化
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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地図 3　『方言文法全国地図』第 3集 第 138図「高くて」より
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b
　
口
頭
語
「
と
ん
」

「
と
ん
・
ど
ん
」
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
時
代
の
京
畿
に
お
い
て
行
わ
れ
た
俗
語
・
口
頭
語
的
な
語
で
あ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る）

17
（

。
金
子

彰
氏
は
「
越
後
文
書
宝
翰
集
」
と
同
じ
く
越
後
国
に
在
し
た
恵
信
尼
の
書
状
に
「
と
ん
・
ど
ん
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る）

18
（

。

恵
信
尼
は
上
越
地
方
で
あ
る
が
、
下
越
地
方
の
「
宝
翰
集
」
に
も
「
と
ん
」
が
一
例
見
ら
れ
る
こ
と
を
こ
こ
に
示
す
。

と
ん　
　
　
　
　
　

1

も
し
こ
の
く
ろ
か
は
を
、
ねう
ゐ
こ
せ
ん
に
と
ら
せ
う
と
ん
申 

（
21
正
嘉
二
年
（
一
二
五
八
）
七
月
九
日　

黒
川
ノ
尼
起
請
文
）

助
詞
「
と
も
・
ど
も
」
に
対
し
て
「
と
ん
・
ど
ん
」
が
併
存
し
て
い
た
こ
と
を
表
す
例
で
あ
る
。
上
越
地
方
（
新
井
）
に
住
ん
で
い
た

恵
信
尼
文
書
に
見
ら
れ
る
「
と
ん
」
は
次
の
二
例
で
あ
る）

19
（

。

し
か
し
な
か
ら
ひ（

光
）か

り
に
て
わ（

渡
）た

ら
せ
給
と
候
し
か
と
ん
く

（
観
音
）

わ
ん
お
ん
の
御
事
は
申
さ
す
候

 

（
第
三
通　

弘
長
三
年
（
一
二
六
三
）
二
月
十
日
付
）

よ 

ろ（
万
）つ

た
（
頼
無
）

よ
り
な
く
候
へ
と
ん
い
き

（
生
）

て
候
時
た
て
ヽ
も
み
は
や
と
思
候
て 

（
第
八
通　

文
永
元
年
（
一
二
六
四
）
五
月
十
三
日
付
）

こ
れ
ら
「
と
ん
・
ど
ん
」
は
現
在
の
越
後
地
方
や
京
都
な
ど
で
は
使
用
さ
れ
な
い
口
頭
語
で
あ
る
。
し
か
し
、「
越
後
文
書
宝
翰
集
」
や

「
恵
信
尼
文
書
」
等
を
通
し
て
、
鎌
倉
時
代
の
越
後
地
方
で
は
こ
の
よ
う
な
口
頭
語
「
と
ん
・
ど
ん
」
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
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五
　
色
部
氏
文
書
の
言
語
記
述

以
下
、
色
部
氏
文
書
で
見
ら
れ
た
そ
の
他
の
言
語
記
述
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
こ
こ
で
は
仮
名
遣
い
や
ハ
行
転
呼
、
促
音
表
記
、
活
用

の
乱
れ
な
ど
規
範
が
崩
れ
、
近
代
語
化
し
て
い
く
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

色
部
氏
文
書
は
、
特
に
第
五
巻
5
〜
第
六
巻
15
に
か
け
て
の
本
庄
房
長
の
仮
名
書
状
は
全
11
通
と
最
も
数
が
多
い
た
め
、
こ
の
11
通
が

考
察
の
中
心
に
な
る
。
本
庄
房
長
の
略
歴
は
以
下
の
通
り
。

本
庄
房
長　

ほ
ん
じ
ょ
う
ふ
さ
な
が　
　

生
年
未
詳
〜
天
文
八
年
（
一
五
四
〇
）
十
一
月
二
十
八
日

　

越
後
国
小
泉
荘
（
村
上
市
）
の
国
人
。
対
馬
守
・
大
和
守
。
永
正
五
年
（
一
五
〇
八
）
家
督
相
続
。
永
正
-天
文
年
間
（
一
五
〇

四
-五
五
）
の
越
後
の
内
乱
に
お
い
て
反
守
護
方
国
人
層
の
中
心
と
し
て
活
躍
す
る
。
そ
の
た
め
、
長
尾
為
景
は
房
長
に
脅
威
を
感

じ
、
大
永
六
年
（
一
五
二
六
）
八
月
に
は
色
部
昌
長
と
連
署
で
長
尾
氏
と
対
立
し
な
い
、
阿
賀
北
地
方
の
国
人
間
で
同
盟
し
な
い
な

ど
の
契
約
を
結
ば
せ
た
。（
中
略
）
し
か
し
房
長
は
同
年
（
享
禄
四
年
（
一
五
三
一
））
八
月
小
泉
荘
内
の
色
部
・
鮎
川
・
小
河
氏
と

領
主
間
協
約
を
結
び
、
こ
れ
を
基
準
に
行
動
す
る
よ
う
に
な
る
。
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
に
は
色
部
・
本
庄
氏
の
重
臣
・
家
中
が

逃
亡
す
る
事
件
が
起
き
た
が
、
房
長
は
小
泉
荘
の
同
盟
関
係
の
盟
主
と
し
て
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
。
同
八
年
九
月
、
守
護
上
杉
氏

と
の
養
子
縁
組
に
反
対
す
る
勢
力
一
掃
の
た
め
小
泉
荘
に
伊
達
氏
が
侵
攻
す
る
。
房
長
は
一
旦
出
羽
へ
退
去
し
て
体
制
を
立
て
直
す

予
定
だ
っ
た
が
、
小
河
長
資
の
謀
反
を
聞
き
急
ぎ
本
庄
城
へ
引
き
返
す
途
中
、
病
に
よ
り
病
死
し
た
。）

20
（

こ
の
よ
う
に
本
庄
房
長
は
、
越
後
国
の
国
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
彼
の
書
状
に
は
当
時
の
越
後
地
方
の
言
語
事
象
が
見
ら
れ
る
可
能

性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
彼
の
書
状
を
言
語
的
な
視
点
か
ら
分
析
し
て
い
く
こ
と
は
重
要
と
言
え
る
。

な
お
、
三
浦
和
田
氏
文
書
の
言
語
記
述
に
関
し
て
は
、
別
稿
で
詳
述
し
た
い
。
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五
-一
　
和
語
の
仮
名
遣
い

和
語
の
仮
名
遣
い
に
つ
い
て
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
の
乱
れ
や
、
ハ
行
転
呼
を
起
こ
し
て
い
る
例
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
促
音
の
表
記
に

つ
い
て
も
「
つ
」
に
移
行
す
る
前
段
階
の
「
ん
」
表
記
が
多
く
見
ら
れ
る
。

五
-一
-一
　「
お
」・「
を
」
の
表
記

a
　
語
頭
の
「
お
」・「
を
」

「
お
」
↓
「
を
」

お
く
（
置
く
）　　
　
　
　

1

ゆ
う
〳
〵
と
を
か
せ
ら
れ
候
て
ハ 

（
14
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

四
月
四
日
）

お
し
よ
せ
（
押
寄
）　　
　

1

を
し
よ
せ
し（

生

涯

）

や
う
か
い
さ
せ
申
度
候 

（
14
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

四
月
四
日
）

b
　
語
中
語
尾
の
「
お
」・「
を
」

「
を
」
↓
「
お
」

助
詞
の
「
を
」
の
表
記

て（
手
継
）

つ
き
の
せ

（
証
文
）

う
も
ん
お
あ（

相
具
）

い
く
し
て
、
あ（

字
）さ

な
け（

袈
裟
童
）

さ
と
う
ニ
ゆ

（
譲
与
）

つ
り
あ
た
う
と
こ
ろ
也
、
…

 
（
1　

弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）
二
月
十
三
日　

色
部
長
信
譲
状
）

く
ち
を
し
く　
　
　
　
　

2

け
ん
く
く
ち
お
し
く
存
へ
く
候 
（
11
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

四
月
二
日
）
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「
お
」・「
を
」
の
表
記
は
、
一
部
に
歴
史
的
仮
名
遣
い
の
異
表
記
が
見
ら
れ
る
が
、
す
べ
て
を
「
お
」
ま
た
は
「
を
」
で
統
一
す
る
と

い
う
表
記
法
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

助
詞
の
「
を
」
を
一
例
「
お
」
と
表
記
し
て
あ
り
、
こ
れ
は
当
時
の
発
音
上
、
助
詞
の
「
を
」
は
「
お
」
に
な
っ
て
い
た
の
を
そ
の
ま

ま
表
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
興
味
深
い
一
例
で
あ
る
。

五
-一
-二
　「
え
」・「
へ
」・「
ゑ
」
の
表
記

a
　
語
頭
の
「
え
」・「
へ
」・「
ゑ
」

用
例
は
見
ら
れ
な
い
。

b
　
語
中
語
尾
の
「
え
」・「
へ
」・「
ゑ
」

「
え
」
↓
「
へ
」

こ
え
（
越
）　　
　

5

御
家
風
大
か
い
同
心
候
て
こ
へ
ら
れ
候 

（
6
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

三
月
廿
三
日
）

「
え
」
↓
「
ゑ
」

こ
こ
ろ
え
（
心
得
）　　
　

4

さ
け
の
事
ハ
中
々
た
ま
ハ
る
ま
し
く
候
御
心
ゑ
候
へ
く
候 
（
9
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

三
月
廿
九
日
）

「
ゑ
」
↓
「
へ
」

ゆ
ゑ
（
故
）　　
　

2

ワ
つ
ら
い
候
ゆ
へ
一
ふ
て
申
候 

（
10
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

四
月
一
日
）
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「
お
」・「
を
」
の
場
合
と
同
様
に
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
の
異
例
が
見
ら
れ
る
が
、
統
一
し
た
仮
名
遣
い
の
使
用
と
い
う
も
の
は
見
ら
れ

な
い
よ
う
で
あ
る
。

五
-一
-三
　「
い
」・「
ゐ
」
の
表
記

a
　
語
頭
の
「
い
」・「
ゐ
」

用
例
は
見
ら
れ
な
い
。

b
　
語
中
語
尾
の
「
い
」・「
ゐ
」

「
ゐ
」
↓
「
い
」

ま
ゐ
り
（
参
）　　
　

17

い
か
さ
ま
ま
い
り
候
ハ
ヽ 

（
8
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

三
月
廿
八
日
）

ま
ゐ
ら
せ
（
参
）　　

2

ゆ
つ
り
わ
た
し
ま
い
ら
せ
候
ゑ
ち
こ
の
く
に
こ
い
つ
ミ
の
し
や
う
の
う
ち

 
（
3
正
和
四
年
（
一
三
一
五
）
八
月
十
三
日　

色
部
長
綱
譲
幷
状
関
東
安
堵
裏
書
）

「
い
」
↓
「
ゐ
」

つ
い
て　
　
　
　
　
　

1

昨
日
人
を
進
候
ニ
つ
ゐ
て 
（
9
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

三
月
廿
九
日
）

「
い
」
↓
「
ひ
」

め
い
わ
く
（
迷
惑
）　

2

め
ひ
わ
く
此
事
候 

（
10
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

四
月
一
日
）
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「
ま
ゐ
り
（
参
）」
は
「
ま
い
り
」
で
統
一
し
て
い
る
。
他
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
と
は
異
な
る
表
記
が
多
く
見
ら
れ
、
そ
の
中
で
統
一
し

た
表
記
法
と
い
う
も
の
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

五
-一
-四
　
ハ
行
転
呼

中
世
は
ハ
行
転
呼
が
進
行
し
た
時
代
で
あ
る
が
、
現
在
刊
行
さ
れ
て
い
る
翻
刻
資
料）

21
（

に
は
必
ず
し
も
そ
れ
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
特

に
以
下
に
見
る
本
庄
房
長
書
状
で
は
そ
れ
が
著
し
い
。
本
稿
で
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上
に
て
公
開
さ
れ
て
い
る
写
真）

22
（

に
よ
る
確
認
を
行

い
、
翻
字
で
は
す
べ
て
「
ハ
」
と
さ
れ
て
い
る
例
も
「
ワ
」
で
あ
る
と
判
断
し
、
ハ
行
転
呼
を
起
こ
し
て
い
る
と
見
な
し
た
。

例　

た
ま
ワ
る
へ
く
候　
　
　
　
　
　
　
　
　

例　

取
あ
ワ
せ

 
 

翻
刻
資
料
で
は
「
ハ
」

例　

く
ワ
し
く 

例　

ワ
す
れ
申
候
間

 
 

翻
刻
資
料
で
は
「
ハ
」

一
方
、「
ハ
」
と
判
断
し
た
も
の
は
次
の
よ
う
な
助
詞
の
「
は
」
で
あ
る
。
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例　

今
日
ハ 

例　

明
日
ハ

 
 

翻
刻
資
料
で
は
「
ハ
」

　

し
か
し
次
に
示
す
よ
う
な
字
体
が
「
ハ
」
な
の
か
「
ワ
」
な
の
か
認
定
が
困
難
な
例
も
あ
る
が
、
独
自
に
認
定
し
た
。（　

）
内

は
8
〜
11
頁
で
示
し
た
各
書
状
の
番
号
。

 

候
ワ
す
共
（
8
）
翻
刻
資
料
で
は
「
ハ
」
だ
が
、「
ワ
」
と
認
定
。

 
候
ハ
（
ワ
）
て
ハ
（
候
）（
8
）
翻
刻
資
料
で
は
「
ハ
」
だ
が
「
ワ
」
と
認
定
。

「
ハ
」
↓
「
ワ
」（
以
下
、
本
稿
で
の
仮
名
字
体
の
認
定
に
基
づ
く
数
値
で
あ
る
。）

た
ま
ワ
る　
　
　

4

た
ま
ワ
る
へ
く
候 

（
5　

年
月
日
不
詳　

本
庄
房
長
書
状
）

く
ワ
し
く　
　
　

10

た
か
い
之
儀
共
く
ワ
し
く
彼
者
ニ
申
ふ
く
め
候 
（
6
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

三
月
廿
三
日
）

か
ワ
り　
　
　
　

1

護
摩
堂
へ
番
か
ワ
り
候
時
分
な
さ
る
へ
く
候 

（
7　

年
月
日
不
詳　

本
庄
房
長
書
状
）

取
あ
ワ
せ　
　
　

2
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御
取
あ
ワ
せ
申
へ
く
候 

（
9
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

三
月
廿
九
日
）

に
あ
ワ
ぬ　
　
　

2

に
あ
ワ
ぬ
は
た
ら
き
の
よ
し
御
こ
と
ワ
り
候
て 

（
11
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

四
月
二
日
）

こ
と
ワ
り　
　
　

1

に
あ
ワ
ぬ
は
た
ら
き
の
よ
し
御
こ
と
ワ
り
候
て 

（
11
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

四
月
二
日
）

中
世
末
期
は
、
言
語
史
上
ハ
行
転
呼
が
進
行
し
て
い
る
時
代
で
あ
る
が
、『
新
潟
県
史
』
等
の
翻
刻
資
料
で
は
転
呼
音
表
記
が
反
映
さ

れ
て
お
ら
ず
、
本
稿
で
独
自
に
行
っ
た
翻
字
と
は
異
な
る
例
が
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
今
後
、
写
真
版
を
通
し
て
従
来
の
翻
刻
資
料
と

今
回
の
独
自
に
行
っ
た
翻
刻
に
よ
る
相
違
点
を
注
意
深
く
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

以
下
は
そ
の
他
の
ハ
行
転
呼
の
例
で
あ
る
。
な
お
、
翻
刻
資
料
で
も
転
呼
音
表
記
は
反
映
さ
れ
て
い
る
。

「
は
」
↓
「
わ
」

あ
は
し
ま
（
粟
島
）　　
　

1

ゆ
つ
り
わ
た
し
ま
い
ら
せ
候
ゑ
ち
こ
の
く
に
こ
い
つ
ミ
の
し
や
う
の
う
ち
、
あ
わ
し
ま
の
ち
と
う
し
き
の
事

 

（
3
正
和
四
年
（
一
三
一
五
）
八
月
十
三
日　

色
部
長
綱
譲
幷
状
関
東
安
堵
裏
書
）

つ
た
は
る
（
伝
）　　
　
　

1

た
ゝ
し
こ
の
と
こ
ろ
ハ
そ
う
り
や
う
に
つ
た
わ
る
と
こ
ろ
に
て
候
へ
ハ

 

（
3
正
和
四
年
（
一
三
一
五
）
八
月
十
三
日　

色
部
長
綱
譲
幷
状
関
東
安
堵
裏
書
）
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か
は
（
皮
）　　
　
　
　
　

1

鉄
砲
ニ
ハ
な
め
し
か
わ
ニ
而
上
方
様
ニ
ゆ
た
ん
を
御
か
け
可
被
成
候
事 

（
4　

年
不
詳　

極
月　

藤
田
信
吉
書
状
）

「
ひ
」
↓
「
い
」

候
い
ぬ　
　
　
　
　
　
　

1

こ
れ
ハ
事
の
候
い
ぬ
儀
候
間 

（
9
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

三
月
廿
九
日
）

あ
つ
か
い
（
扱
）　　
　

3

無
事
ニ
あ
つ
か
い
申
候 

（
8
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

三
月
廿
八
日
）

わ
つ
ら
ひ
（
煩
）　　
　

1

返
々
ワ
つ
ら
ゆ
へ
ま
い
ら
す
候
事
め
ひ
わ
く
此
事
候
巨
細
治
部
少
輔
申
へ
く
候
ワ
つ
ら
い
候
ゆ
へ  

 

（
10
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
四
月
一
日　

本
庄
房
長
書
状
）

あ
つ
ら
ひ
（
誂
）

う
つ
ほ
ハ
何
も
つ
い
ニ
上
方
へ
あ
つ
ら
い
申
候
間 

（
4　

年
不
詳　

極
月　

藤
田
信
吉
書
状
）

右
の
よ
う
な
「
ひ
」
↓
「
い
」
の
場
合
は
写
真
・
翻
字
と
も
に
「
い
」
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

「
へ
」
↓
「
ゑ
」

あ
ひ
そ
へ
て　
　
　
　
　

1

て
つ
き
の
し
や
う
等
を
あ
ひ
そ
ゑ
て 

（
3
正
和
四
年
（
一
三
一
五
）
八
月
十
三
日　

色
部
長
綱
譲
幷
状
関
東
安
堵
裏
書
）
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五
-一
-五
　
促
音
表
記

中
世
の
促
音
表
記
は
次
の
1
〜
3
の
三
種
類
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る）

23
（

。

1　

無
表
記　
　

2　
「
ん
」
表
記　
　

3
「
つ
」
表
記　
　

4　

促
音
非
表
記

こ
の
三
つ
は
無
表
記
や
「
ん
」
表
記
の
方
が
古
く
、「
つ
」
表
記
は
一
番
新
し
い
と
さ
れ
る
。
色
部
氏
文
書
で
も
こ
の
三
種
類
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
4
と
し
て
「
よ
り
て
」
の
よ
う
な
促
音
の
非
表
記
、
つ
ま
り
原
形
も
色
部
氏
文
書
で
は
見
ら
れ
た
。

1
　
無
表
記

よ
て
（
仍
）　　
　

2

た
（
他
）

の
さ

（
妨
）

ま
た
け
あ
る
へ
か
ら
す
よ（

仍
）て

の（
後
）ち

の
た
め
に
し（

状
）や

う
く（

件
）た

ん
の
こ
と
し
、

 

（
2
弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）
二
月
十
三
日　

色
部
長
信
譲
状
）

又
り
や
う
け
御
ね
ん
く
の
あ
ハ
ひ
ハ
な
か
と
も
の
か
た
へ
御
さ
た
あ
る
へ
く
候
よ
て
ゆ
つ
り
し
や
う
く
た
ん
の
こ
と
し

 

（
3
正
和
四
年
（
一
三
一
五
）
八
月
十
三
日　

色
部
長
綱
譲
幷
状
関
東
安
堵
裏
書
）

2
「
ん
」
表
記

き
ん
と
（
急
度
）　　
　

3

か
い
分
い
け
ん
申
候
て
、
き
ん
と
落
着
さ
せ
申
候
へ
く
候
…  

 

 

 
（
6
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

三
月
廿
三
日　

本
庄
房
長
書
状
）
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よ
ん
て
（
仍
）　　
　
　

2

こ
れ
に
よ
ん
て
大
郎
さ
へ
も
ん
・
小
三
郎
・
せ
い
さ
へ
も
ん
ま
へ
の
事
、

 
 

 

（
8
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

三
月
廿
八
日　

本
庄
房
長
書
状
）

も
ん
と
も
（
最
）　　
　

1

も
ん
と
も
御
れ
い
を
も
い
ま
た
ふ
さ
た
申
候
間  

 

 

 

（
8
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

三
月
廿
八
日
）

あ
ん
て
（
有
）　　
　
　

1

い
け
く
ち
あ
ん
て
め
い
は
く
ニ
申
候
間　
　
　
　
　
　
　

 
 

 

（
12
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

氏
月
二
日
）

3
「
つ
」
表
記

も
つ
て　
　
　
　

1

か
れ
こ
れ
も
つ
て
そ
と
ま
い
り
度
存
候　
　
　
　
　
　

 
 

 
（
8
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

三
月
廿
八
日
）
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4
　
非
促
音
表
記

右
の
と
こ
ろ
ハ
さ（

相

伝

）

う
て
ん
の
そ（

所

領

）

り
や
う
也
よ
り
て
ま
こ
三
郎
ニ
ゆ（

譲

）

つ
る
し（

状

）

や
う
く（

件

）

た
ん
の
□

（
こ
）

と
し
、

 

（
1
文
永
五
年
（
一
二
六
八
）
四
月
廿
八
日　

色
部
公
長
譲
状
）

色
部
氏
文
書
は
促
音
表
記
「
ん
」
の
例
が
大
半
を
占
め
、
非
促
音
表
記
は
一
例
の
み
で
、
当
時
の
こ
の
地
方
に
お
け
る
音
韻
の
状
態
が

促
音
化
し
て
い
た
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
三
つ
の
促
音
表
記
の
中
で
も
「
ん
」
表
記
が
主
で
、
新
し
い
表
記
の
「
つ
」
は
一
例
の
み
で
あ
る
。
こ
の
時
代
は
す
で
に
促
音

の
「
つ
」
表
記
が
一
般
化
し
て
い
る
は
ず
だ
が）

24
（

、
色
部
氏
文
書
で
は
そ
の
傾
向
は
う
か
が
え
な
い
。

こ
の
よ
う
な
「
つ
」
と
「
ん
」
表
記
に
つ
い
て
遠
藤
邦
基
氏
は
、
中
央
語
で
書
か
れ
た
文
献
で
は
「
つ
」
表
記
の
固
定
が
完
了
し
て
い

て
も
、
古
文
書
の
よ
う
な
「
あ
る
意
味
表
記
法
に
無
関
心
な
階
層
の
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
」
た
も
の
に
は
「
ん
」
表
記
の
よ
う
な
多
く
の

異
表
記
が
残
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る）

25
（

。
ま
た
、
敢
え
て
言
え
ば
色
部
氏
文
書
は
促
音
表
記
の
方
法
が
、
保
守
的
な
も
の
に
留
ま
っ
て
い

た
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

五
-二
　
字
音
仮
名
遣
い

五
-二
-一
　「
い
」・「
ひ
」・「
ゐ
」
の
表
記

語
中
語
尾
の
「
い
」・「
ひ
」・「
ゐ
」

「
ゐ
」
↓
「
い
」

さ
う
ゐ
（
相
違
）　　
　

2

已
後
ま
て
さ
う
い
な
き
や
う
に
と
存
候
て 

（
8
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

三
月
廿
八
日
）

「
い
」
↓
「
ひ
」
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せ
い
は
い
（
成
敗
）　　

1

き
ん
と
せ（

成
敗
）

い
は
ひ
さ
せ
ら
れ
候
て
可
給
候 

（
12
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

四
月
二
日
）

け
う
め
い
（
糺
明
）　　

1

御
け（

糺
明
）う

め
ひ
も
候
へ
く
候
や 

（
12
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

四
月
二
日
）

や
う
た
い
（
様
体
）　　

1

や（
様
体
）

う
た
ひ
き
か
せ
ら
れ
候
か 

（
14
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

四
月
四
日
）

し
や
う
か
い
（
生
涯
）　

1

早
々
し

（
生
涯
）

や
う
か
ひ
さ
せ
候
へ
く
候 

（
14
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

四
月
四
日
）

「
い
」・「
ひ
」・「
ゐ
」
の
字
音
仮
名
遣
い
で
は
「
い
」
が
「
ひ
」
に
表
記
さ
れ
る
例
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

五
-二
-二
　「
え
」・「
へ
」・「
ゑ
」
の
表
記

語
中
語
尾
の
「
え
」・「
へ
」・「
ゑ
」

「
ゑ
」
↓
「
へ
」

さ
ゑ
も
ん
（
左
衛
門
）　　

7

大
郎
さ
へ
も
ん　

せ
い
さ
へ
も
ん　

そ
う
さ
へ
も
ん 
（
8
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

三
月
廿
八
日
）

人
名
表
記
「
〜
左
衛
門
」
は
「
ゑ
」
で
は
な
く
、「
へ
」
で
統
一
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
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五
-二
-三
　
二
重
母
音
﹇eu

﹈﹇ou

﹈
の
混
同

次
に
見
る
よ
う
な
漢
字
音
に
お
け
る
異
表
記
は
、
院
政
期
か
ら
例
が
見
ら
れ
、
鎌
倉
以
降
に
多
く
の
例
が
認
め
ら
れ
る
と
の
指
摘
が
あ

り
、
特
に
「
し
よ
う
も
ん
↓
せ
う
も
ん
（
証
文
）」
に
関
し
て
は
「
せ
う
」
と
表
記
す
る
こ
と
が
当
時
一
般
に
常
用
化
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る）

26
（

。
﹇eu

﹈
↓
﹇ou
﹈

か
ん
え
う
（
簡
要
）
↓
か
ん
よ
ふ　
　

3

く
れ
〳
〵
た
ゝ
い
ま
の
事
ハ
諸
事
を
御
か
ん
に
ん
候
へ
く
候
事
か
ん
よ
ふ
た
る
へ
く
候 

 

 

（
8
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

三
月
廿
八
日
）

﹇ou

﹈
↓
﹇eu

﹈

し
よ
う
も
ん
（
証
文
）
↓
せ
う
も
ん　

1

御
家
風
御
し
ん
る
い
へ
の
せ
う
も
ん
の
あ
ん
二
進
之
候 

（
8
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

三
月
廿
八
日
）

五
-二
-四
　「
ユ
ウ
」「
ヨ
ウ
」
韻
の
転
訛

「
四
-一
-一　

b
ユ
ウ
・
ヨ
ウ
の
交
替
」
で
述
べ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

五
-三
　
文
法

五
-三
-一
　
形
容
詞
の
音
便

「
四
-一
-二　

a
形
容
詞
の
音
便
」
で
述
べ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。
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五
-三
-二
　
活
用
形

色
部
氏
文
書
の
特
に
本
庄
房
長
書
状
に
は
、
活
用
語
が
本
来
の
活
用
と
は
違
う
乱
れ
た
形
で
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
例
が
あ
る
。

1　

已
然
形
（
命
令
形
）
＋ 

よ
し
（
由
）

傍
線
部
「
候
へ
」
は
下
接
語
が
名
詞
「
よ
し
（
由
）」
な
の
で
本
来
は
連
体
形
「
候
ふ
」
だ
が
、
こ
こ
で
は
已
然
形
（
又
は
命
令
形
？
）

と
な
っ
て
い
て
、
本
来
の
形
と
違
う
活
用
形
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
活
用
の
乱
れ
は
他
に
も
見
出
せ
る
。

ま
い
り
候
へ
よ
し
承
候
ハ
ヽ 

（
8
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

三
月
廿
八
日
）

申
と
ゝ
け
候
へ
よ
し
承
候 

（
13
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

卯
月
三
日
）

2　

連
用
形
（
未
然
形
）
＋ 
べ
し

次
の
四
例
は
下
接
語
が
「
べ
し
」
な
の
で
本
来
は
終
止
形
接
続
だ
が
、
連
用
形
（
あ
る
い
は
未
然
形
）
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

接
続
の
仕
方
に
つ
い
て
橋
本
四
郎
氏
は
、
も
と
も
と
終
止
形
に
接
続
し
て
い
た
ベ
シ
・
マ
ジ
が
院
政
期
以
後
、
二
段
活
用
の
動
詞
の
未
然

形
に
接
続
す
る
例
が
現
れ
、
室
町
時
代
に
は
こ
の
形
が
普
通
に
な
り
、「
漸
次
こ
の
ま
ゝ
で
定
着
に
向
ふ
や
う
で
あ
る
」
と
し
て
い
る）

27
（

。

そ
の
例
が
こ
の
本
庄
房
長
書
状
に
は
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

然
者
な
わ
つ
き
の
申
事
き
か
せ
ら
れ
へ
く
候 

（
13
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

卯
月
三
日
）

そ
の
分
ニ
さ
せ
ら
れ
へ
く
候
ハ
ヽ 
（
14
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

四
月
四
日
）

御
判
か
へ
ら
れ
へ
き
よ
し
候
て 
（
15
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

四
月
六
日
）

お
ほ
せ
つ
け
ら
れ
へ
く
候
事
簡
要
候 

（
15
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

四
月
六
日
）

『
鎌
倉
遺
文
』）

28
（

に
お
い
て
「
ら
れ
へ
く
」「
ら
れ
へ
き
」
の
用
例
を
見
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
示
す
用
例
が
一
例
ず
つ
見
ら
れ
た
。
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一
方
、
正
し
い
活
用
で
の
使
用
を
見
て
み
る
と
、「
ら
る
へ
く
」
四
十
五
例
、「
ら
る
へ
き
」
四
十
四
例
で
あ
っ
た
。

『
鎌
倉
遺
文
』
掲
載
の
古
文
書
で
の
結
果
と
比
べ
る
と
、
本
庄
房
長
書
状
で
の
活
用
の
乱
れ
の
例
は
多
い
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。『
鎌
倉

遺
文
』
は
中
世
初
期
で
あ
り
、
本
庄
房
長
書
状
は
中
世
後
期
と
い
う
時
代
の
差
が
あ
る
た
め
一
概
に
は
言
え
な
い
が
、
本
庄
房
長
書
状
に

お
け
る
こ
の
よ
う
な
乱
れ
た
活
用
の
頻
用
は
、
一
つ
の
特
色
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、「
越
後
文
書
宝
翰
集
」
に

収
録
さ
れ
て
い
る
他
家
の
文
書
に
も
こ
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
の
か
を
今
後
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

『
鎌
倉
遺
文
』
に
お
け
る
「
ら
れ
へ
く
」・「
ら
れ
へ
き
」

お
き
つ
し
ま
の
ふ
ん
弁
ら
れ
へ
く
候
は
ん
と
き
ハ
文
そ
を
い
た
す
へ
く
候

 

（
二
一
六
一
四　

乾
元
年
間
（
一
三
〇
二
）「
近
江
大
嶋
神
主
請
文
」
近
江
奥
津
嶋
神
社
文
書
）

そ
の
や
う
を
ま
ふ
り
て
そ
ん
ち
せ
ら
れ
へ
き
よ
し
所
候
也

 

（
一
四
八
九
六　

弘
安
六
年
（
一
二
八
三
）
七
月
二
日
「
清
氏
奉
書
」
中
臣
祐
春
記
弘
安
六
年
七
月
二
日
条
）

五
-四
　
語
彙

五
-四
-一
　
畳
語

強
調
表
現
法
の
一
つ
と
し
て
特
に
本
庄
房
長
書
状
に
は
畳
語
が
頻
出
す
る
。

い
ろ
〳
　〵
　
　
　

2

又
こ
の
ほ
と
は
さ
け
い
ろ
〳
〵
給
候 

（
5　

年
月
日
不
詳　

本
庄
房
長
書
状
）

い
ろ
〳
〵
か
せ
き
候
て 

（
8
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

三
月
廿
八
日
）

か
た
〳
　〵
　
　
　

4
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御
た
め
房
長
た
め
か
た
〳
〵
以
先
々
満
足
に
て
候 

（
6
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

三
月
廿
三
日
）

か
た
〳
〵
御
け
ん
さ
ん
の
仕
合 

（
8
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

三
月
廿
八
日
）

く
れ
〳
　〵
　
　
　

3

く
れ
〳
〵
た
ゝ
い
ま
の
事
ハ 

（
8
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

三
月
廿
八
日
）

早
　々
　
　
　
　
　

1

明
後
日
早
々
ま
い
る
へ
く
候 

（
8
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

三
月
廿
八
日
）

さ
て
〳
　〵
　
　
　

1

さ
て
〳
〵
弥
助
事
罷
帰
候
間 

（
11
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

四
月
二
日
）

な
を
〳
　〵
　
　
　

1

な
を
〳
〵
く
れ
〳
〵
申
候 

（
11
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

四
月
二
日
）

い
よ
〳
　〵
　
　
　

1

こ
ゝ
ろ
も
ち
も
よ
く
な
り
い
よ
〳
〵
御
ほ
う
こ
う
を
も
申
候
へ
く
候
か
と
存
候
て 

 

 

（
11
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

四
月
二
日
）

中
　々
　
　
　
　
　

1

こ
こ
ろ
も
ち
の
も
の
ま
い
り
候
ハ
ヽ
中
々
せ
ひ
お
ほ
せ
事
御
無
用
た
る
へ
く
候 

 

 
（
11
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

四
月
二
日
）

よ
く
〳
　〵
　
　
　

2

よ
く
〳
〵
た
か
殿
大
郎
さ
へ
も
ん
な
と
ニ
も
御
た
つ
ね
候
へ
く
候 

（
11
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

四
月
二
日
）
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ま
つ
〳
　〵
　
　
　

1

く
ワ
し
く
申
た
き
事
共
候
へ
と
も
ま
つ
〳
〵
申
さ
す
候 

（
11
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

四
月
二
日
）

や
か
て
〳
　〵
　
　

1

や
か
て
〳
〵
こ
の
文
ひ
へ
御
す
て
候
へ
く
候 

（
11
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

四
月
二
日
）

を
の
〳
　〵
　
　
　

1

を
の
〳
〵
御
け
ん
さ
ん
の
御
取
あ
ワ
せ
可
申
候
由
か
ね
て
存
候
処 

（
11
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

四
月
二
日
）

ま
こ
と
に
〳
　〵
　

1

は
や
り
候
か
い
き
を
仕
候
て
存
な
か
ら
ま
い
ら
す
候
事
ま
こ
と
に
〳
〵
口
惜
候 

 

 

（
11
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

四
月
二
日
）

少
　々
　
　
　
　
　

1

少
々
に
て
候
ハ
ヽ 

（
11
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

四
月
二
日
）

し
か
〳
　〵
　
　
　

1

今
朝
に
い
た
る
ま
て
し
か
〳
〵
と
こ
れ
な
く
候 

（
11
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）　

本
庄
房
長
書
状　

四
月
二
日
）

五
-四
-二
　
漢
語

こ
こ
で
は
「
8
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
三
月
廿
八
日
付　

本
庄
房
長
書
状
」
の
一
通
に
見
ら
れ
た
漢
語
を
示
す
。

諸
事　

か
（
堪
忍
）

ん
に
ん　

か
（
簡
要
）

ん
よ
ふ
（
2
）　

け（
家
風
）

ふ
う
（
2
）　

こ（
今
度
）

ん
と　

せ（
笑
止
）

う
し　

無
事　

已
後　

さ（
相
違
）

う
い　

し
（
親
類
）

ん
る
い　

せ
（
証
文
）

う
も
ん　

あ（
案
）ん　

し（
子
細
）

さ
ひ　

ち（
直
）き　

や
（
様
体
）

う
た
ひ　

け
（
見
参
）

ん
さ
ん　

返
事　

れ（
礼
）い　

ふ（
無
沙
汰
）

さ
た　

き
（
隔
心
）

や
く
し
ん　

明
後
日　

早
　々

口
上　

恐
々
謹
言
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漢
語
使
用
も
多
種
多
様
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、「
諸
事
」「
無
事
」「
已
後
」
な
ど
漢
字
書
き
漢
語
も
見
ら
れ
る
が
、「
か

ん
に
ん
」「
か
ん
よ
ふ
」「
さ
う
い
」「
け
ん
さ
ん
」
等
の
仮
名
書
き
漢
語
が
多
く
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

五
-四
-三
　
口
頭
語

た
ふ
（
賜
）　　
　

1

御
い
ち
こ
の
ゝ
ち
ハ
三
郎
な
か
と
も
に
ゆ
つ
り
た
ふ
へ
く
候

 

（
3
正
和
四
年
（
一
三
一
五
）
八
月
十
三
日　

色
部
長
綱
譲
幷
状
関
東
安
堵
裏
書
）

「
た
ふ
（
賜
）」
は
次
の
一
例
の
み
が
、
色
部
氏
文
書
で
は
見
ら
れ
た
。
文
書
数
の
多
い
本
庄
房
長
書
状
で
は
一
例
も
見
ら
れ
な
か
っ

た
。
こ
れ
は
、「
た
ふ
（
賜
）」
の
受
け
手
を
卑
し
め
る
方
向
に
働
く
性
格
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
当
時
こ
の
地

域
を
支
配
す
る
立
場
で
あ
っ
た
本
庄
房
長
の
書
状
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
紙
幅
の
関
係
上
、
今
回
は
掲
載
で
き
な
か
っ
た

三
浦
和
田
氏
文
書
で
は
、
特
に
尼
に
関
係
す
る
文
書
に
こ
の
「
た
ふ
（
賜
）」
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
で
詳
し
く

述
べ
た
い
と
思
う
。

六
　
ま
と
め

色
部
氏
、
三
浦
和
田
氏
文
書
中
の
仮
名
文
書
に
つ
い
て
言
語
記
述
を
行
い
、
分
析
・
考
察
を
通
し
て
以
下
の
こ
と
が
分
か
っ
た
。

一
、
現
在
の
越
後
方
言
と
の
関
連
で
は
、
イ
と
エ
の
交
替
、
ユ
ウ
・
ヨ
ウ
の
交
替
、
m
音
と
b
音
の
交
替
の
三
点
が
現
代
越
後
下

越
地
方
方
言
と
共
通
す
る
言
語
事
項
で
あ
る
。
下
越
地
方
に
見
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
言
語
的
特
徴
が
中
世
か
ら
存
在
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。
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一
、
現
在
の
越
後
方
言
と
異
な
る
点
は
、
形
容
詞
の
非
ウ
音
便
の
優
勢
と
、
口
頭
語
「
と
ん
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

一
、
仮
名
遣
い
に
お
い
て
は
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
の
乱
れ
が
散
見
さ
れ
、「
ま
い
り
（
参
）」
の
よ
う
な
一
部
を
除
い
て
、
統
一
し
た

仮
名
遣
い
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

一
、
ハ
行
転
呼
に
つ
い
て
は
字
体
を
確
認
し
た
結
果
、
ほ
と
ん
ど
の
例
が
ハ
行
転
呼
を
起
こ
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
が
、
一
部

「
ハ
」
か
「
ワ
」
か
断
定
し
づ
ら
い
例
が
あ
る
。
ま
た
、『
新
潟
県
史
』『
色
部
史
料
集
』
等
の
す
で
に
行
わ
れ
た
翻
刻
資
料
に

は
必
ず
し
も
転
呼
音
表
記
が
反
映
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
稿
で
行
っ
た
翻
字
と
は
異
な
る
例
が
散
見
さ
れ
る
。

一
、
促
音
表
記
は
「
ん
」
表
記
が
主
で
、
新
し
い
表
記
で
あ
る
「
つ
」
表
記
は
一
例
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

一
、「
候
へ
よ
し
」
や
「
〜
ら
れ
へ
く
候
」
の
よ
う
な
活
用
の
乱
れ
が
見
ら
れ
る
。

一
、
畳
語
が
多
く
見
ら
れ
、
表
現
者
の
強
調
表
現
方
法
の
一
端
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
外
来
語
受
容
と
し
て
の
漢
語
の
使
用
も
多

く
見
ら
れ
る
。

今
回
は
紙
幅
の
関
係
上
、
色
部
氏
文
書
を
中
心
と
し
た
言
語
記
述
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
三
浦
和
田
氏
文
書
以
下
、
残
り
の
「
越
後
文

書
宝
翰
集
」
の
各
文
書
の
言
語
記
述
に
つ
い
て
は
別
稿
に
示
す
こ
と
と
す
る
。

注

（
1
） 

『
越
後
文
書
宝
翰
集
』「
新
潟
県
文
化
財
調
査
報
告
書　

第
二
（
文
書
篇
）」（
新
潟
県
教
育
委
員
会
、
一
九
五
四
年
）、『
新
潟
県
史
資
料
編
4　

中

世
二　

文
書
編
Ⅱ
』（
新
潟
県
、
一
九
八
三
年
）

（
2
） 

『
新
潟
県
史　

資
料
編
4　

中
世
二　

文
書
編
Ⅱ
』（
新
潟
県
、
一
九
八
三
年
）

（
3
） 

『
越
後
文
書
宝
翰
集
』「
新
潟
県
文
化
財
調
査
報
告
書　

第
二
（
文
書
篇
）」（
新
潟
県
教
育
委
員
会
、
一
九
五
四
年
）

（
4
） 

『
新
潟
県
史
』
に
記
載
の
地
図
を
も
と
に
色
部
氏
文
書
・
三
浦
和
田
氏
文
書
に
関
係
す
る
荘
園
を
示
す
作
図
を
行
っ
た
。
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（
5
） 

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
「
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
よ
り

（
6
） 

こ
の
う
ち
「
越
後
文
書
宝
翰
集
」
は
『
越
後
文
書
宝
翰
集
』（
佐
藤
進
一
編
「
新
潟
県
文
化
財
調
査
報
告
書
」
第
二
（
文
書
篇
））
と
、『
奥
山
庄
史

料
集
』（
井
上
鋭
夫
編
「
新
潟
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
十
」
新
潟
県
教
育
委
員
会　

一
九
六
五
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
文
書
か
ら
用
例
を
採
録
し
て

い
る
。

（
7
） 

加
藤
正
信
・
大
山
貞
子
「
新
潟
県
方
言
に
お
け
る
『
オ
列
長
音
の
開
合
』」（『
文
化
』
21
巻
4
号
、
一
九
五
七
年
）

（
8
） 

加
藤
正
信
「
11
新
潟
」
東
条
操
監
修
『
方
言
学
講
座
第
二
巻　

東
部
方
言
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
六
一
年
）。
こ
こ
で
は
新
潟
県
の
代
表
的
方
言

と
し
て
新
潟
市
・
長
岡
市
・
柏
崎
市
・
三
条
市
な
ど
を
含
む
地
域
の
中
か
ら
南
蒲
原
郡
栄
村
尾
崎
方
言
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

（
9
） 

注
8
に
同
じ
。

（
10
） 

登
坂
勉
『
随
筆
風
方
言
集　

懐
か
し
い
仙
田
（
岩
瀬
）
っ
言
葉
』（
私
家
版
、
二
〇
〇
六
年
）。「
い
」
と
「
え
」
の
発
音
に
つ
い
て
引
用
し
て
示
す
。

 
 

【
い
】【
ぇ
】「
い
」
の
発
音
は
、
共
通
語
の
「
い
」
と
は
少
し
異
な
り
、「
イ
段
の
音
」
に
接
続
す
る
「
イ
音
」
を
除
い
て
、「
い
」
と
「
え
」

の
中
間
音
と
し
て
発
音
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
そ
の
中
間
音
を
「
ぇ
」
と
表
記
す
る
。
例
：
う
る
し
ー
・
う
る
し
ぃ
（
嬉

し
い
）。
し
ろ
ぇ
・
し
ー
ろ
ぇ
（
白
い
）。
口
の
開
け
方
の
小
さ
い
合
口
音
は
「
ぇ
」
で
表
し
、
口
の
開
け
方
が
大
き
い
開
口
音
の
場
合
に
は

「
え
ぇ
（
＝
ゑ
≠
ぇ
）
と
表
す
こ
と
と
し
た
。
ま
た
仙
田
（
岩
瀬
）
っ
言
葉
で
は
。
ヤ
行
音
が
イ
音
ま
た
は
エ
音
に
転
訛
す
る
こ
と
が
多
い
。

そ
の
場
合
の
「
ぇ
」
音
の
表
記
の
見
出
し
は
、【
い
】
の
項
に
収
め
た
。

 
 

【
え
】
仙
田
地
方
で
は
純
粋
な
「
え
」
の
発
音
は
聞
か
れ
な
い
。
む
し
ろ
、「
ぇ
」
ま
た
は
「
ゑ
」
音
が
よ
く
聞
か
れ
る
。（
後
略
）

（
11
） 

迫
野
虔
徳
「
古
文
書
に
み
た
中
世
末
期
越
後
地
方
の
音
韻
」（『
語
文
研
究
』
22
号
、
一
九
六
六
年
）

（
12
） 

注
8
に
同
じ
。

（
13
） 

注
10
に
同
じ
。

（
14
） 

米
沢
市
立
図
書
館
蔵
「
色
部
氏
文
書
」
第
二
巻
よ
り
。

（
15
） 

『
日
本
言
語
地
図
』
第
6
集
第
265
図
「
け
む
り
」（
国
立
国
語
研
究
所
、
一
九
七
四
年
）

（
16
） 

『
方
言
文
法
全
国
地
図
』
第
3
集
第
138
図
「
高
く
て
」（
国
立
国
語
研
究
所
、
一
九
九
三
年
）

（
17
） 

林
和
比
古
「
助
詞
ド
ン
に
つ
い
て
」（『
国
語
と
国
文
学
』
14
卷
9
号
、
一
九
三
七
年
九
月
）

（
18
） 

金
子
彰
「
鎌
倉
時
代
の
恵
信
尼
文
書
の
用
語
に
つ
い
て
―
言
語
の
口
語
性
―
」（『
東
京
女
子
大
学
日
本
文
学
』
109
号　

二
〇
一
三
年
三
月
）

（
19
）
注
18
に
同
じ
。

（
20
） 

『
戦
国
人
名
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年

（
21
） 

井
上
鋭
夫
編
『
色
部
資
料
集
』（
新
潟
史
学
会
、
一
九
六
八
年
）、『
新
潟
県
史　

資
料
編
4　

中
世
二　

文
書
編
Ⅱ
』（
新
潟
県
、
一
九
八
三
年
）

な
ど
。

（
22
） 

注
5
に
同
じ
。
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（
23
） 

小
林
芳
規
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」（『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
三
〇
、
一
九
七
一
年
三
月
）

（
24
） 

注
23
に
同
じ
。
鎌
倉
後
期
に
は
「
つ
」
表
記
が
一
般
的
に
な
っ
た
と
見
ら
れ
、
古
文
書
で
も
「
永
代
を
か
き
つ
て
（
限
）」「
年
来
の
本
器
を
も
つ

て
」（
相
良
文
書
之
一
、
相
良
迎
蓮
譲
状
弘
安
十
年
五
月
二
日
）
な
ど
が
見
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

（
25
） 
遠
藤
邦
基
「
促
音
表
記
固
定
の
背
景
―
な
ぜ
「
ッ
」
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
―
」（『
岐
阜
大
学
国
語
国
文
』
11
号
一
九
七
五
年
二
月
）

（
26
） 

注
23
に
同
じ
。

（
27
） 

橋
本
四
郎
「
ベ
シ
・
マ
ジ
の
接
続
面
の
混
乱
」（『
国
語
学
』
22　

一
九
五
五
年
九
月
）

（
28
） 

竹
内
理
三
『
鎌
倉
遺
文
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
一
-一
九
九
一
年
）、
C
D
-R
O
M
版
も
適
宜
参
照
し
た
。

（
東
京
女
子
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
人
間
科
学
研
究
科
在
籍
）

キ
ー
ワ
ー
ド

「
越
後
文
書
宝
翰
集
」、
色
部
氏
文
書
、
三
浦
和
田
氏
文
書
、
中
世
越
後
地
方
の
言
語
、
中
世
語
、
表
記
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